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※黄色のポストイットは「取り組んだ方が良いこと」を書いたものです

※桃色のポストイットは「取り組むにあたっての課題」を書いたものです

※緑色のポストイットは「課題への方法（対策）」を書いたものです

※柿色のポストイットは、会議中もしくは会議後に補足説明するため
に加えたものです

※水色の番号①〜③は、グループがイチオシする 「課題への方法
（対策）」です。発表にあたって優先順位をつけました。議論の進
捗状況により、優先順位がついていないグループもあります。

テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

マチごとゼロカーボン市民会議（第２回）



マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ１
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

不確実性

旬のものを知る

地域で何が採れる
（買える）かを知る

広報ところざわに「農」
のコーナーを強調

知る

学校の職場体験に組
み込む

近隣地域で採れるも
のの把握

第一次産業（農業
含む）の大切さを啓
蒙する

子供の農業体験を増
やす

生産の難しさを知る

学校の教育の中で

簡単に知る手段が少
ない

時間と費用が必要

〇〇に△△という課
題がある。四角のサイ
ズは変更しない。

技術革新

仕入れコストUP 応援金、補助金

品種改良

品種改良

旬の物を使う

旬

買った食材は上手に
使う
・その日に使う
・冷凍して使う

作り過ぎたとき、残った
物を別のメニューに。イ
ンターネットにたくさん
情報

買い方 使い方

買い過ぎた食材の地
域分配

ときにはあるものを工
夫して食べる（買い
物に行かない）

共同購入を利用（買
い過ぎない）

農業に使う薬品を減
らす

専門の知識

薬品

皮、ヘタなど肥料に活
かす

無農薬の米づくり

生産効率の低下

生産方法の複雑生産性が下がる 簡単に出来ること（で
もない）、保管場所
（の問題）

業務買取り、学校給
食に

収穫が難しい 保管場所、提供場所

肥料

生産の工夫

生ごみを肥料に

駅前で販売して 市内飲食店での使用

地産地消 形の悪い物も販売

市内の飲食店で積極
的に市内の食材を使
う

スーパーに置かれる地
域産の拡充

テナントの確保 通年での安定仕入れ

地産地消拡大の為
市農業の推進

規格外の商品を（安
く）販売

地産地消

直売所を増やす（より
身近に）

地場産購入場所増
設

市役所レストラン復活

直売所を増やす

コスト増生産者に出店者をどう
つなげるか

すでにしていると思いま
すが学校給食に地場
産の食材を

行政の介入給食メニューに地場産
の記入
子供たちに知らせる

食彩館のような場所を
増やす

農地利用によるCCUS
促進

農地面積の拡大

場所の提供

農地の工夫

費用対効果

農業に興味がある人
への学習場所の提供

※補足 CCUSとは
CO2を回収して地中
に埋蔵する技術、仕
組み

既にある施設を有効
活用（公園など）

集客と用地

補助金
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マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ２
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

マルシェでPR

イベント

食のイベント。焼き団
子

コロナ‥
今後の開催に期待

イベントの主催問題

広報・SNS（できる
人）

核となる所（観光協
会とか）

農業体験（PR)

体験

農家さんの負担になる

ボランティアの力を借り
る

生産者の高齢化（若
手が働きたいか？）

生産者

費用（初期投資）
（継続支援）

専業農家が少ない サポート体制

機械の改良・開発→
少人数でできるように

マッチング

みんなが良い野菜を
買うようになると良い
…

啓発教育

給食を通じて

給食の活用

給食メニューを公開
（地元野菜をつかった
自校給食。いろんなバ
リエーションがあった）

大人も給食食べてみ
たい！

イベントの告知

市民フェスティバルの直
売

『直売』の機会

農業体験 農業体験。地元良さ
を知る！小学校など

農の体験の場 人があつまらないといけ
ない

時期（米・茶・畑） 学校のカリキュラムに
導入？

レンタル農地

旬でない農作物は利
用しないようにする

農作物

どういう過程で作られ
たものか表示する
（「これはハウスです」
など）

「どういう過程か」の
ルール作りなど面倒…

有機野菜

オーガニック

農薬の種類

地産地消のレストラン

地産地消

無農薬・有機野菜に
できるだけシフトする

有機栽培をもっと身近
に

費用

日本で生産できる農
作物は日本で生産す
る

地元の商品を使った
商品開発（レシピ）

価格‥高め

価格が高い

高い

大量生産できない

高いからこそ、安全で
おいしいことを知っても
らう

3

※焼き団子は所沢の
名産。イベントで地元
の食べ物をアピールす
る。



マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ３
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

所沢での「にぎやかな
取組」をPRする

情報発信

直売イベントのPR

所沢市の新しい取組
を市民に認識してもら
う

小学校から所沢の農
業にもっと触れる
（茶畑しか教わらな
かった）

小学校の協力が得ら
れるのか

直売イベントなど、イベ
ントでしかなく、単発の
行動になる

地産地消がゼロカーボ
ンに果たす役割を全
面にPR

イベントを毎週の恒例
イベントにする

西武鉄道にPRをお願
いする

形や色の悪い作物を
捨てない

食品ロス減少

正直カードの普及 売り手の協力

学校給食の材料にす
る

消費者が買いたくなる
策を練る
（値下げ、バラ売り）

市民菜園の普及

農業をやりたい人がい
るのか

土地の利用

相続で宅地化、
耕作放棄地

空き地の土地活用

動物被害が出て農業
のやる気がなくなる

土地の持ち主の意志

営農者を募集する

再雇用で地元の農業
を盛り上げる

担い手

人手の不足 企業のリスキル、
副業制度を活用

小学生にポスターを
作ってもらう

所沢市が標語を募っ
てPRする

インスタグラマーにPRし
てもらう（行政からの
案件として）

地産地消がどうゼロ
カーボンに繋がるのか
が分かりづらい

小学校の社会の授業
で地産地消を扱う

口コミを広げる 保護者会の場でポス
ターを展示する

除草剤を使わない

土の保全

手間・虫刺されなどと
の兼ね合い

所沢だけではなく、近
隣の自治体と協働す
る

協働

行政間でどんな協力
ができるのか

落ち葉を集めて肥料
にする

肥料

コスト・人手をどう集め
るか

環境美化活動（町
内会・小学校）で落
ち葉集めをゼロカーボ
ンの取組みとしてPR

公園にコンテナを置い
て集める

所沢産を手に入りや
すくする

入手

スーパーで所沢産の
野菜を目立たせる

スーパーなどの売り手
の協力

売り手側へのメリットを
提示する（補助金が
出るなど）

※商品の状態を正直
に伝えて、品質の悪い
作物を捨てずに販売
する
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【用語の解説】
リスキル：必要なスキルを学び直すこと。



マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ４
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

5

所沢市で行う食育
(子供向け)

食べ物の好き嫌いが
課題となる

食育

うどんが苦手な生徒は
食べ残してしまう可能
性もある

食べ残しをしない 所沢市の名物(肉汁
うどんなど)を学校給食
のメニューにする

レシピを工夫する

見える化(可視化)し
た指標を作成する

大人も学べる食育を
実践する

直売所(スタンド型)を
活用し、充実させる

生産者との連携が困
難

地産地消

地産地消が身近にな
り切れていない

規格外商品を購入す
る

販売しているものの種
類が少ない

地産地消のメリットを
知る

地域のスーパーに協力
を仰ぎ、商品を陳列さ
せてもらう

その地域の特産品を
作る

農業を身近に感じても
らえるような工夫を施
す

無農薬農業を行う
(肥料を工夫する)

農業に対する工夫

所沢市で新品種の農
作物を開発する

ビニールハウス内でヒー
ターを使わない

農業法人を増加させ
る

生産量が減少してし
まう

人手が不足してしまう 一般市民に働きかけ
る指導者の育成が不
足している

技術改革を行う 早稲田大学に、農業
に関連した学部・学科
を新設する

私企業と事業体間の
連携を図る必要があ
る

企業努力

供給過多にならないよ
うな企業努力が必要
である

飲食店側もフードロス
を削減する努力が必
要である

コストもかかり、現実
的に難しいのではない
か

学習したことがすぐに
活かされないかもしれ
ない

堆肥作り教室と受け
入れ先作り

※フードロスがなけれ
ば、CO2排出量を
○kg削減できるなど

20〜50代の農家を
増やす方法が限られ
ている

所沢市役所に、農業
に関連した課を新設
する

農家と企業が協業し
たビジネスモデルをデザ
インする

市民農園をさらに普
及させる

「農」がある暮らし

地域住民が使用する
ことができる畑が身近
にある暮らし(自給自
足の生活)

農地を拡大する

農業を始めようと思っ
ても知識不足。栽培
が困難である

※農業体験を地域住
民間で開催する

農地として活用する土
地の確保が困難であ
る

農地活用に関するPR
が不足してしまっている

農業を身近に感じても
らえるような工夫を施
す

農家と企業が協業し
たビジネスモデルをデザ
インする

※野菜からスイーツを
作るなど。苦手な食べ
物への意識緩和

３ １
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マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ５
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

イベント

イベント化

いも煮会をする 地産品の知名度をあ
上げる

ブランド化が必ずしも
差別化にならない

あまりオープンじゃない
イメージ（知らない）

ブランド化がフードロス
につながる

※情報公開の範囲が
狭い

農家と情報を共有す
る

大人のいもほり等体
験

体験

※小学校で農業体験
あり。以降体験してい
ないため、大人が農業
体験を

生産者の方々をもっと
身近に

農業体験とか農作物
を身近に

果樹がりをする

イベント・体験について
いつ、どこで？知る方
法は？

野菜中心の食生活

菜食

子供が食べない

里芋ミート開発

学校教育で農業体
験をマストとする

教育

※体験のみではなく
CO2等の情報も学ぶ

大人（選べる立場）
になるにつれて触れる
機会が減る

学校教育の継続をす
る為にはどうしたら良い
かわからない

売り場を工夫する

売り方

身近で変える場所を
増やす

※季節の果物狩り
ブルーベリーなど

※値下げができず売り
切ることができない

体験とイベントの組み
合わせ

農地を減らさない

農地・農家を守る

地産品で美味しいレ
シピを発信する

情報発信

※自分で収穫したも
のは食べる
農業体験と組み合わ
せることができそう

ロスを減らすため、加
工品を開発する

食品ロスを防ぐ方法

地産品（を使った）
レシピを見つける

生ゴミからすぐれた肥
料をつくる

地産品（を使った）
レシピをつくる

肥料の作り方、加工
品の開発方法のやり
方がわからない

SNSの活用

地元のものを選んでい
く

地産地消

地産地消

所沢牛を食べる

地元のものを優先して
買う

高い（イメージ）

海外食品の方が安い コスパが悪い「イメー
ジ」

野菜スタンドの開発
（もっと買いやすく）

地産地消のメリットが
みえづらい とくに価格

フレッシュさアピール

※駅などアクセスしや
すい場所に自販機型
なども

１
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マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ６
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

7

スギ林問題

利用価値の低下した
林・土壌を効果的に

再利用する

再植樹による涵養林
形成

※放置されているスギ
林をなんとかしたい

地産地消の推進

地産地消の強化

競争できる価格

子育て世代の若い方
への発信、アピール

直売所の物の値段が
特別に安いという物が
ない

直売所の物の品数が
少ない＝欲しい物があ
るとは限らない

学校教育の中で、食
育とカーボンをつなげる

海外から輸送すること
の非効率さを強調

農協や所沢市がSNS
で発信

学校給食の100%、
地場物の利用促進

農業をやっている畑な
どにある直売所を利用
する

販売方法

高齢者食堂、所沢市
の食材を使う

朝市や直売所の実施

実施している場所がわ
からない

実施期間、頻度、在
庫管理、難しい

販売カーで所沢市内
を走ってもらう

保育園に直売所を設
置する

大手小売店への協力
依頼

米軍基地返還
→ダイズ、トウモロコシ
栽培

農地確保

農地面積を減らさない
ため、地産地消に協
力する

農業を続けることが困
難になり、太陽光発
電に置き換える事例
がある

市内で農業を続けて
いけるよう、農家補助
を拡大する

地産地消を意識して
買い物する

地産地消の選択

地産地消に貢献する
よう、所沢産を求めて
いく

食品を選ぶ時に産地
を見る

所沢産の物をあまり見
ない

所沢産を手軽に買え
る環境整備を！

所沢市民が所沢産の
ものを買ったら割引
き!! の制度をつくって
みる

食品ロスを減らすため、
計画的に買物する

計画的購入

お茶を入れる手間の
簡素化

利用しやすさ

※飲むだけでない魅
力の発信

◯ 地産地消
◎ 自給自足

自給自足

少量の野菜は、自分
で作ることにチャレンジ

こまめな手入れが必要
→ ちょっとめんどう

生産者の顔はもちろん
だが、生産者のコメン
トがあればアピールにな
り、消費者も安心する

ブランド力

ブランド力の浸透

生産者の高齢化で、
農業が衰退

ゼロカーボンと地産地
消が見える化できてい
ない

※所沢産だけではまか
なえない時にも近い産
地を選ぶ

価格が高い 地方では、コンビニで
地元の野菜を売ってい
ることも…

※地産の物を、もっと
便利な場所で販売す
る

１

３
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※所沢ブランド

【用語の解説】
涵養林：水資源の利用や流域保全の上で重要な森林のこと。



マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ７
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

8

生産者を増やす

農業生産者を公務員
にする

生産・生産者

その土地に合った作物
を育てる

気候、人口などを考
慮し、必要な食料供
給を割り出し、生産者
の人数を見極める

CO2の管理としては、
ロングライフ牛乳などの
生産を増やす

公務員にすると自由
度が少ない

農もえでない（農業
が魅力的でない）

費用が掛かる

農業生産者を公務員
にする

可愛い農作業着をデ
ザイン！

補助金

所沢牛・所沢牛カレー
を食べる

地域連携

値段が高い

販売促進

地産地消

市とローカルファースト
事業団の連携強化

多分、事業団は片手
間でやっている

仕事として成り立つよ
うにする

所沢産の食材を使う
（入っていると、子供
が喜ぶ）

給食の活用

給食で使わなかった食
料は、子ども食堂に回
す

反対する者もいる

食べられる量を考えて
購入する

買う工夫

捨てられるものの製品
化
例）コーヒーかす、エチ
ゼンクラゲ

食欲に負ける

補助金

各駅、近場にマルシェ
を開催

コミュニティ・マルシェ

生産者から直接購入
できる市場のような場
所を作る

とことこ市の活性化

とことこ市の場所と時
間がわかりにくい

日曜日の航空公園と
か、人が集まる所で開
催する

イベントの年間スケ
ジュールを作成

広報のITリテラシーが
低い？

外部コンサルを入れる

広報

※給食費を支払って
いるので

リサイクル

【用語の解説】
ローカルファースト事業団：所沢の地域資源のPRと地域住民との交流
を目的とした事業を行う団体のこと。
とことこ市：所沢の農産物や加工品の直売イベント 「採れたて！農産
物直売とことこ市」のこと。
リテラシー：読解・記述力、知識や能力のこと。

３

２
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マチごとゼロカーボン市民会議（第２回） グループ８
テーマ：食・農からゼロカーボンを考える

家庭でコンポスト

家での取り組み

家庭菜園をしていない
とコンポストもしづらい

虫が出て恐ろしい

公共施設・高層住宅
でコンポスト

※家庭菜園で利用
肥料削減、ゴミ削減

環境にやさしい農法を
用いる

農法

落ち葉堆肥の利用行政が化石燃料を使
わない自然農法を推
進する

よりよい土壌を作る

自然農法は品質に不
安がある

マンパワーが足りない
（手間がかかる）

野菜によって肥料が違
う

新しい事業として起業
する

農家さんのお手伝いを
するボランティア

収穫物をちょっともらえ
るといいね

※炭素を蓄える、生
物多様性

販売ルート開拓・周知
が必要

※人手が足りない農
家を集めて新しい事
業をする

森・神社など

※個人だと落ち葉の
量に限りがあるので１

地産地消をすすめる

地元の野菜を食べる

地産地消

何を売ってるかをSNS
で広報

品質が低い商品を
『地産地消』でブランド
化

地元の農産物を出来
るだけ購入

直売所を利用する

季節で作れる野菜が
異なる

老人の農家が多くなる
とSNSが使えない

買い占め・モラル

旬の野菜を利用する

ムリかもしれないけど
スマホ決済のみで支
払わないと出れない店
舗にする

地産地消
地元の食材を使うお
店（飲食店）を利用
する

こまごまとしたリアルタイ
ムの情報を集めるのは
難しい...

SNSは結局見ない人
も多い

一般の人に協力して
もらう

※買わないと出れない
店（オンライン決済利
用）

直売会・直売日を設
ける

スーパーなどで動画・ア
ナウンスを流してもらう

３

広報（市HPも）はあ
まり見ないのでSNSで
直売所などの情報が
欲しい

広報

野菜の皮も食べた方
が体にも環境にも良い
と思うのですが農薬が
不安

レシピ動画

継続・コンテンツ 人気がないサイトだと
見る人が少ない

生産者の推しメニュー

※コンテンツの数・充
実性を継続できる
か？

２

不作年の時の為に、
農家がローカルネット
ワークを使いやすくする

新しい取り組み

不作年は別の場所か
ら買ったほうがいい

※農家さんが生活に
困らないようにできる
仕組み

安いからといって買いす
ぎない

食ロス回避

訳あり野菜を選択肢
の一つに

被害果などを積極的
に買う

規格外の野菜を廃棄
しない

農家さんの収入が減っ
てしまう

忙しいとどうしてもキレ
イな野菜を買ってしま
う

農家の方が困らない
値段で買えるといい
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